
大大空空おおぞら

広報

大空と大地の中で
ふれあいと語らいで
創る感動のまちＰｕｂｌｉｃ　Ｉｎｆｏ r ｍ ａｔｉｏｎ

Ｏｚｏｒａ

４ 月 号

２０１１
（平成２３年）

Ａ ｐ ｒ ｉ ｌ

●解説！平成２３年度予算

●新規事業紹介
（住宅リフォーム促進事業・元気づくり応援事業）

●東北地方太平洋沖地震に対する支援

今月の主な内容

合併５周年記念舞台

　　『大空の四季』より

広報大空は来月号から

リニューアルします☆

お楽しみに！！



平
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行
方
針

大
空
町
と
な
り
５
年
の
歳

月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
両
地
域
の
融
合
は
い

ま
だ
道
半
ば
で
す
が
、
「
大
空

の
四
季
」
公
演
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
町
民
相
互
の
交
流
が
深

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
活
動
に
積
極
的
に
携
わ
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
地
域
に
お
い
て

は
、
こ
こ
数
年
、
気
象
の
変
動

に
不
安
が
募
っ
て
い
ま
す
。
３

年
連
続
の
降
雹
に
よ
る
被
害
、

一
昨
年
は
低
温
湿
害
、
昨
年
は

高
温
湿
害
と
農
業
を
は
じ
め
、

各
方
面
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
。
少
子
高
齢
社
会
は
、
社

会
保
障
や
医
療
の
現
場
に
数
多

く
の
課
題
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
あ
り
方
も
時
代
の
変
遷

と
と
も
に
変
化
し
、
新
た
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
社
会
に
巣
食
う
閉
塞
感

を
打
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
元
気
を
取
り
戻

し
、
明
日
の
希
望
を
語
ら
え
る

よ
う
に
な
ら
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
22
年
度
補
正
予
算
の
繰

越
分
と
合
わ
せ
て
、
町
民
皆
様

た
な
戸
別
所
得
補
償
制
度
へ
の

移
行
な
ど
、
国
家
的
な
課
題
が

あ
り
ま
す
。
農
業
農
村
整
備
事

業
の
計
画
的
な
推
進
に
努
め
る

と
同
時
に
、
喫
緊
の
課
題
解
決

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
林
業

は
、
造
林
意
欲
の
向
上
を
目
的

に
取
り
組
み
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
商
工
業
や
観
光
は
、
地
域

循
環
の
仕
組
み
づ
く
り
が
急
務

で
す
。
関
係
団
体
の
取
り
組
み

を
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。
航
空
利
用
者
の
増
加
対

策
と
空
港
そ
の
も
の
の
活
性
化

に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
は
、
防
災
、
住

居
、
医
療
、
福
祉
、
生
活
な
ど

の
基
本
的
な
環
境
が
整
備
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

年
代
、
性
別
、
職
業
な
ど
を
越

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
た

ち
が
、
幸
せ
を
実
感
で
き
る
環

境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
関

係
団
体
と
も
連
携
を
深
め
、
仕

組
み
づ
く
り
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

町
民
皆
様
と
議
員
各
位
に
ご

理
解
と
ご
支
援
、
そ
し
て
私
た

ち
の
ま
ち
「
大
空
町
」
の
ま
ち

づ
く
り
へ
の
積
極
的
な
参
画
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

の
元
気
づ
く
り
を
支
援
す
る
予

算
と
し
て
、
23
年
度
予
算
の
編

成
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
ま
ち
づ
く
り
に
臨
む

　
　
　
　
基
本
的
な
考
え
方
】

　

地
域
主
権
を
実
現
し
て
い
く

た
め
に
は
、
町
民
皆
様
の
ま
ち

づ
く
り
へ
の
自
主
的
な
参
画
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
町
は
的
確
な

情
報
を
提
供
し
、
機
会
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
活
動
を
支
え

る
役
割
を
担
っ
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

子
育
て
や
教
育
は
家
庭
や
学

校
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
社
会

が
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。

妊
娠
・
出
産
か
ら
義
務
教
育
へ

移
る
ま
で
の
保
育
期
間
、
小
中

学
校
で
過
ご
す
義
務
教
育
の
期

間
、
社
会
へ
と
視
野
を
広
げ
る

高
等
教
育
の
期
間
に
お
い
て
、

地
域
と
し
て
一
貫
性
の
あ
る
活

動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
子
育
て
や
教
育
は
人
づ
く

り
で
あ
り
、
必
要
と
さ
れ
る
人

材
の
確
保
と
環
境
の
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
に
お
い
て
は
、
環
太
平

洋
経
済
連
携
協
定
の
問
題
や
新

平
成
23
年
度
町
政
執
行
方
針
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一般会計
７３億２,５９６万円

特別会計 （７会計合計）

２６億４,１６９万円

２３年度

今年のまちの予算

民生費
１０億４２６万円

公債費
１５億５,５１２万円

職員給与費
１２億５,５８１万円

教育費
１０億２,７３０万円

議会費
５,０００万円

総務費
２億８,０３１万円

衛生費
５億５,１８６万円

労働費
２５７万円

農林水産業費
４億６,９２５万円

商工費
１億５,３２０万円

土木費
６億７８０万円

消防費
３億６,３４８万円

予備費
５００万円

町債
８億５,４５２万円

町税
９億１,７７６万円

地方譲与税・各交付金等
３億６,４２８万円

諸収入など
１億９,０７７万円

繰入金
１億１,３４８万円

道支出金
２億１,２７８万円

国庫支出金
４億６,５６３万円

分担金・負担金、
使用料・手数料
３億４,０９８万円

補助費等
９億６,６８９万円

予備費
５００万円

積立金
１,７９５万円

維持補修費
１億７３９万円

扶助費
３億５,１２６万円人件費

１３億８,８６５円

公債費
１５億５,５１２円

物件費
１３億２,３９６万円

繰出金
４億９,６０１万円

普通建設事業費
１１億１,３７３円

歳出総額　７３億２,５９６万円

歳入総額　７３億２,５９６万円

地方交付税
３８億６,５７６万円

昨年まで別冊として発行していた『ことしの町

の予算』は、本誌内で詳しく紹介することとし

ました。（別冊は発行しません）
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事　　　業　　　名 事　業　費 備考

農林業の振興

土づくり対策事業 631 万円

農業関係資金対策事業 1,494 万円

中山間地域等直接支払事業 2,318 万円

農畜産物販路拡大事業 447 万円

女満別本郷地区地域水田農業再編緊急整備事業 8,400 万円

東藻琴山麓地区担い手草地整備事業 2,750 万円

東藻琴西部地区担い手畑総整備事業 1,720 万円

農地・水・環境保全向上対策事業 877 万円

女満別東部高台地区担い手畑総整備事業 5,400 万円

町営牧野管理事業 756 万円

和牛産地強化事業 168 万円

森林整備推進対策事業 1,201 万円 拡充

２１世紀北の森づくり推進事業 1,746 万円

有害鳥獣駆除推進事業 247 万円 拡充

公有林管理育成事業 1,723 万円

水産業の振興

水産業振興対策事業 205 万円

観光産業の振興

ひまわり作付事業 427 万円

町民ビッグデー開催事業 300 万円

芝桜まつり開催事業 300 万円

ふるさとまつり開催事業 220 万円

藻琴山温泉芝桜公園整備事業 4,716 万円

道の駅振興事業 250 万円

メルヘン観光交流センター整備事業 336 万円

商業・サービス業の振興

中小企業振興資金利子補給事業 571 万円

商工会助成事業 2,129 万円

住宅リフォーム促進事業 1,200 万円 新規

ポイントカード事業 500 万円 新規

工業・地場産業の振興

企業誘致対策事業 1,085 万円

雇用機会の確保と安定

労働対策事業 243 万円 新規

●森林保全のために！

伐採されたあと、植林されない山が目立

つようになってきました。計画的な森林

整備を推進するため、下伐や除間伐の保

育事業及び造林事業に要する経費の負担

軽減を図ります。

●有害鳥獣の駆除促進のため

有害鳥獣を駆除できる人材を確保するた

め、狩猟免許の取得に係る経費の一部を

補助します。

●快適な住環境のために！

住環境の向上と町内建設産業の振興を図

るため、住宅のリフォームに要する費用

の一部を補助します。

●地場消費拡大！ポイントカード導入

地域における消費活動を円滑かつ効果的

に循環できる仕組みを構築するため、加

盟店共通ポイントカード事業の導入を支

援します。

●冬期間の雇用確保！

冬季間の雇用機会の確保を目的に、老朽化した

教員住宅の解体を行います。

本年度予算の事業紹介
一人ひとりが元気を取り戻し、明日の希望を語らえる！！

　そんな大空町を目指し、既存事業の拡充や新規事業を起こしました。

主な事業の内容を紹介します。

はつらつ産業のまちづくり
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●高齢者の移動手段確保！

タクシー料金の一部を助成することによ

り、高齢者の方や重度障がい者の方の社

会参加や通院等の移動手段を確保しま

す。

あったか福祉のまちづくり

事　　　業　　　名 事　業　費 備考

保健・医療体制の充実

母子保健事業 985 万円

各種疾病予防対策事業 2,389 万円

女満別中央病院医療環境等充実事業 4,154 万円

健康増進事業 1,071 万円

地域福祉の推進

社会福祉協議会助成事業 2,452 万円

福祉バス運行事業 641 万円

患者輸送車運行事業 135 万円

子育て支援施策の推進

子ども手当扶助事業 1億 6,504 万円

乳幼児等医療費助成事業 1,743 万円

保育園管理運営事業 4,496 万円

保育所広域入所事業 104 万円

託児通所助成事業 87 万円

ひとり親家庭等医療費助成事業 251 万円

高齢者施策の推進

福祉タクシー券交付事業 502 万円

軽度生活援助事業 82 万円

緊急通報システム設置事業 368 万円

老人福祉大会・敬老褒賞事業 354 万円

介護保険利用者負担減免措置事業 1,035 万円

見守りネット事業 491 万円

障がい者 (児 )施策の推進

心身障がい者福祉事業 401 万円

障がい者福祉職親モデル事業 57 万円

障がい者福祉施設整備事業 1億 3,957 万円

重度心身障がい者医療費助成事業 2,246 万円

障がい者自立支援事業 1億 3,442 万円

●障がい者福祉施設を整備！

障がいのある方が居住するグループホー

ム、ケアホームに改修し、併せて地域住

民とのふれあいの場、短期入所や相談な

どの機能を備えた施設として整備に着工

します。

事　　　業　　　名 事業費 備考

自治会運営費交付金 1,081 万円

自治会活動支援交付金 372 万円 新規

住民参加推進事業 232 万円

広報広聴事業 1,239 万円

元気づくり応援事業補助金 150 万円 新規

ふれあい協働のまちづくり

●元気あふれる取り組みを応援します！

自主的・主体的なまちづくりや、個性豊

かで優れた人材の育成を図るための事業

に対し、経費の一部を補助します。

●地域コミュニティ活動を支援！

個人町民税の１％還元により、単位自治

会の自主的活動の支援を行い、自治会活

動の促進を図ります。
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事　　　業　　　名 事　業　費 備考

学校教育の充実

小・中学校教育振興事業 3,759 万円 拡充

女満別小学校改築事業 4億 3,130 万円

東藻琴中学校大規模改修事業 525 万円 新規

学校教育振興事業 498 万円

スクールバス運行事業 7,287 万円

高校通学対策助成事業 252 万円

高等学校教育振興事業 561 万円

学校給食センター強化磁器食器切替事業 1,611 万円 新規

生涯学習社会の推進

教育文化合宿誘致事業 138 万円

高齢者教育振興事業 94 万円

生涯スポーツの振興

スポーツ活動振興事業 523 万円

体験クルーズ参加事業 25 万円

青少年の健全育成

子ども放課後週末活動支援事業 131 万円

子育て支援ネットワーク充実事業 348 万円

地域間交流・国際化への対応

姉妹都市等教育交流事業 243 万円

語学指導助手招致事業 585 万円

のびやか文化のまちづくり

事　　　業　　　名 事　業　費 備考

道路ネットワークの整備

道路整備事業 1億 8,073 万円 拡充

東藻琴上東地区農道保全対策事業 900 万円 新規

住宅の整備

移住・定住対策事業 58 万円

住替え促進事業 172 万円

新設団地建設事業 485 万円 新規

上下水道の整備

合併処理浄化槽設置整備事業 959 万円

環境衛生対策の充実

ごみ処理事業 1億 8,183 万円 拡充

リサイクル推進事業 2,664 万円

花いっぱい運動推進事業 291 万円

住宅用太陽光発電システム導入費助成事業 100 万円

消防・救急・防災対策の充実

網走地区消防組合負担金 3億 6,252 万円

さわやか生活のまちづくり

●体育館の建設スタート！

●老朽化した校舎の改修に着手！

女満別小学校の体育館建設と旧給食セン

ター解体を行います。

老朽化した東藻琴中学校校舎等の改修に

向け、実施設計を行います。

●楽しい給食時間を !!

学校給食で焼き物食器を使うことによ

り、家庭の食事形態に近づけ楽しい食事

時間を過ごすことができるように、強化

磁器食器への切り替えを実施します。

※任期付学校教育職員を採用し、多人数学級の解消と小  

  学校低学年におけるきめ細かな指導体制を整備します。

●個性を伸ばす！教育の振興

新学習指導要領に基づいた個性を伸ばす

教育の展開など、特色ある教育活動を実

践します。

●生活道路を整備します！

生活の利便性向上と安全確保のため、道

路整備を進めます。	

●西仲通り線道路

　　歩道整備　総延長 240m	

●開陽中央線道路

　　改良舗装　総延長 390m、橋梁実施

　　設計、実施測量設計、用地測量、

　　用地買収及び補償	

●女満別昭和線道路

　　舗装　L=148m、歩道整備　L=145m	

●東藻琴１１号線道路

　　歩道整備、改良舗装　L=91m　	

●３丁目線道路

　　歩道整備　L=240m	

●研修会館通り線測量設計	

●仲通り線概略設計	

●西３条線概略設計	

平成 23年度　大空町予算事業概要

●農道保全に着手 !!

上東西倉 106 号線の整備を進めます。

　調査設計、農道修繕　L=300m
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基金の名称
２１年度末

残高
２２年度末
残高見込

２３年度中増減見込 ２３年度末
残高見込増加（積立） 減少（繰入）

財政調整基金 688,243 1,201,039 1,264 1,202,303

減債基金 157,222 157,455 680 158,135

その他特定目的基金 1,797,932 1,975,364 16,008 113,481 1,877,891

公共施設等整備基金 269,572 455,977 663 456,640

地域福祉基金 228,393 222,952 224 57,919 165,257

網走湖環境改善対策基金 33,260 49,938 105 2,049 47,994

東藻琴高校教育振興基金 37,897 37,607 7,045 6,554 38,098

学校教育施設建設基金 121,137 86,178 7,971 255 93,894

地域振興基金 1,068,508 1,068,508 1,068,508

その他 39,165 54,204 46,704 7,500

特別会計ほか 401,984 378,965 2,150 36,460 344,655

計 3,045,381 3,712,823 20,102 149,941 3,582,984

■基金（預金の状況） 単位：千円

借入目的
２１年度末
未償還額

２２年度末
未償還見込

額

２３年度
償還見込額 ２３年度

借入見込額
２３年度末
未償還額

元金 利子

合併特例債 1,072,900 1,072,900 9,860 18,140 83,100 1,146,140

過疎対策債 3,028,429 3,539,537 442,349 47,565 459,800 3,556,988

臨時財政対策債 2,362,907 2,655,637 112,349 36,686 317,121 2,860,409

その他 6,447,302 5,643,456 773,131 110,938 8,500 4,878,825

特別会計 4,704,835 4,575,122 312,079 107,413 116,000 4,379,043

計 17,616,373 17,486,652 1,649,768 320,742 984,521 16,821,405

■町債（借金）の状況

■町債（借金）の状況

単位：千円

18 19 20 21 22
見込み

23
見込み

18 19 20 21 22
見込み

23
見込み

（年度） （年度）
0

10 億円

20 億円

30 億円

40 億円

0

170 億円

180 億円

190 億円

200 億円

■基金（預金）の状況

詳しい財政状況については、町ホームページ

をご覧ください。

http://www.town.ozora.hokkaido.jp

【お問い合わせ先】

　総務課財政グループ（内線２２２）役

　預金は平成２３年度末に３５億円になる見込みで、５年間で３億９千万円増やすことができました。町の借金の
残高は１６８億円で、町民 1人当たりで計算すると、約２０６万円になります。この５年間で約３２億円の借金を
減らすことができました。
　今後も引き続き借入を抑制するなど経費の削減に努め、安定した持続可能な財政運営の確立に努めてまいりま
す。
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□
補
助
対
象
期
間
（
３
年
間
）

平
成
23
年
４
月
１
日

　
　
　

～
平
成
26
年
３
月
31
日

□
補
助
対
象
者　
　

◇
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
及

び
町
内
に
移
住
す
る
方
で
、
移

住
に
つ
い
て
の
確
約
書
を
提
出

し
た
方

◇
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う

住
宅
の
所
有
者
で
あ
り
、
リ

フ
ォ
ー
ム
完
了
等
後
そ
の
住
宅

に
居
住
す
る
方	

◇
本
人
及
び
同
一
世
帯
に
属
す

る
方
が
、
町
税
等
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と
。

□
補
助
対
象
住
宅

町
内
に
存
す
る
個
人
所
有
の
住

宅
。
店
舗
等
併
用
住
宅
は
、
居

住
の
用
に
供
す
る
部
分
の
み
が

該
当
。

□
施
工
業
者

	

大
空
町
商
工
会
員
で
あ
り
、

町
内
に
独
立
し
た
事
業
所
を
有

す
る
建
築
、
電
気
、
管
、
冷
暖

房
、
土
木
等
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
等
に
関
連
す
る
事
業
者
。

□
補
助
対
象
工
事	

　

工
事
費
（
消
費
税
等
を
除

く
）
が
30
万
円
以
上
で
、
補
助

金
交
付
決
定
後
（
着
工
）
か
ら

そ
の
年
度
の
３
月
31
日
ま
で
に

工
事
費
用
の
支
払
い
を
含
め
て

完
了
し
、
補
助
金
の
交
付
請
求

ま
で
を
行
う
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

の
工
事
。

①
住
宅
の
増
築
や
改
築
工
事

②
住
宅
の
改
修
工
事　

	

◇
基
礎
、
土
台
、
梁
、
ま
た
は
、

柱
の
工
事			

◇
筋
か
い
、
火
打
ち
等
に
よ
る

構
造
補
強
工
事	

◇
外
壁
、
屋
根
等
の
改
修
工

事
、
ま
た
は
塗
装
工
事	

◇
世
帯
構
成
変
更
等
に
伴
う
間

取
り
の
変
更
、
段
差
解
消
等
の

工
事

◇
断
熱
工
事

◇
各
種
内
装
（
フ
ロ
ー
リ
ン

グ
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
フ
ロ
ア
ー
、

畳
、
ク
ロ
ス
、
石
膏
ボ
ー
ド
、

化
粧
合
板
等
）
工
事

◇
通
路
、
融
雪
設
備
、
外
構
に

係
る
工
事

◇
そ
の
他
耐
久
性
・
安
全
性

等
、
性
能
を
高
め
る
た
め
に
必

要
な
工
事

③
改
修
工
事
に
該
当
し
な
い

も
の	

◇
床
、
壁
、
天
井
の
い
ず
れ
に

も
固
定
さ
れ
な
い
物
品
等
の
購

入
ま
た
は
設
置
に
要
し
た
費
用

（
後
付
照
明
器
具
、
据
え
置
き

コ
ン
ロ
、
ス
ト
ー
ブ
、
家
具
、

そ
の
他
）

◇
外
構
に
係
る
散
策
路
、
庭
、

花
壇
等
の
施
工
に
要
し
た
費
用

□
補
助
金
額　
　

　

費
用
の
３
分
の
１
以
内
の
額

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

※
同
一
住
宅
及
び
同
一
人
に
つ

い
て
１
回
限
り

※
30
万
円
上
限
。

□
申
請
の
方
法

　

補
助
金
の
交
付
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
交
付
申
請
書
に
必
要

書
類
を
添
付
し
、
産
業
課
商
工

グ
ル
ー
プ
ま
た
は
産
業
建
設
課

産
業
グ
ル
ー
プ
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
（
申
請
書
を
備
え

て
い
ま
す
）

□
申
込
期
限

　

第
一
次
締
切
日

　

平
成
23
年
６
月
末
日

【
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

産
業
課
商
工
グ
ル
ー
プ　
　

　
　
　
　
　

（
内
線
３
１
２
）

　

産
業
建
設
課
産
業
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　

（
内
線
４
４
４
）

大
空
町
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　

補
助
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

町
で
は
住
宅
の
安
全
性
・
耐
久
性
及
び
居
住
性
の

向
上
を
図
り
、
町
民
の
快
適
な
住
環
境
の
向
上
に
資

す
る
と
と
も
に
、
町
内
住
宅
関
連
産
業
の
振
興
及
び

雇
用
を
促
進
し
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
平
成
23
年
４
月
よ
り
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
い
た
し
ま
す
。

役支
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こ
の
補
助
制
度
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
自
主
的
・
主
体
的
に
実
施
さ
れ

る
多
様
な
文
化
、
地
域
活
動
や
産
業
等
を

活
か
し
た
取
り
組
み
と
、
個
性
豊
か
で
優

れ
た
人
材
の
育
成
を
図
る
な
ど
、
活
力
と

潤
い
の
あ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
応
援

す
る
事
業
で
す
。

　

下
表
の
事
業
に
対
し
て
応
援
（
支
援
）

す
る
ほ
か
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
に
結
び

付
く
活
動
で
あ
れ
ば
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
従
来
の
地
場
産
業
振
興
対
策
補
助
金
、

芸
術
文
化
活
動
振
興
補
助
金
、
人
づ
く
り

研
修
事
業
補
助
金
は
本
事
業
に
一
元
化
さ

れ
ま
し
た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
企
画
グ
ル
ー
プ(

内
線
２
１
１
）

　

地
域
振
興
課	

　
　
　

(

内
線
４
１
２
）

元
気
あ
ふ
れ
る
事
業

　
応
援
し
ま
す
！

～
大
空
町
元
気
づ
く
り
応
援
事
業
ス
タ
ー
ト
～

【対象事業等】
事業区分 対象となる経費 補助額 担当所管課

地場産業振興事業
（地場資源及び地場農林水産

物を活用した事業に限る）

新しい地場産品の製造に必要な試作・試

験研究・調査・研修に要する経費

1/2 以内

　限度額５０万円

　産業課（商工グループ）

　産業建設課（産業グループ）

地域づくり振興事業 地域の振興及び活性化に要する経費
1/2 以内

　限度額２０万円

　総務課（企画グループ）

　地域振興課

芸術文化活動事業

演劇、音楽会、映画会、日本の伝統芸能、

文化講演会、美術展、その他の展覧会等

に要する経費

2/3 以内

　限度額８０万円
　教育委員会社会教育課

国内研修事業
産業振興、芸術文化・スポーツ活動を通

じた地域振興のための研修に要する経費

1/2 以内

　限度額５万円
　教育委員会社会教育課

国外研修事業
1/2 以内

　限度額２０万円

その他事業 実施事業に必要な経費等
1/2 以内

　限度額２０万円

事業内容により変わります。

担当所管課までご相談ください。

【
対
象
者
】

・
町
民
の
方
（
個
人
・
団
体
等
）

・
町
に
所
在
す
る
事
業
所
等

【
事
業
の
募
集
期
間
】

　

４
月
１
日
（
金
）
～
５
月
２
日
（
月
）

【
提
出
書
類
】

　

事
業
計
画
書
兼
事
業
採
択
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
様
式
は
各
担

当
所
管
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

【
受
付
時
間
】

　

午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
30
分

　

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
）

【
受
付
場
所
】

　

各
対
象
事
業
の
担
当
所
管
課

【
事
業
採
択
】

　

事
業
計
画
書
兼
事
業
採
択
申
請
書
受
付

後
、
審
査
委
員
会
の
審
査
を
経
て
採
択
・

不
採
択
を
通
知
し
ま
す
。

応
募
方
法

支 役
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【受入可能施設】

　女満別昭和

　　新規就農者支援施設　１K　　	28.75 ㎡　３棟

　　新規就農者支援施設　１LDK			45.56 ㎡　２棟

　東藻琴中央区

				職員住宅　										３LDK　	68.04 ㎡		１棟

【受入条件】

・町民の方が連帯保証人となっていただける方

・光熱水費等の実費は負担

・速やかに入居可能な方

町の被災地支援の取り組み

　３月１５日開催の議会において補正予算が可決されました。日本赤十字社を通じて被災地へ届けられま

す。また、　福祉課および	　住民福祉課に義援金等の相談窓口を設置しました。

　両庁舎出納窓口に北海道共同募金会の募金箱を設置しました。皆様のご協力をお願いいたします。

　大空町からも町の備蓄品の中から米や毛布を届けました。さらに、町民の皆様から届いた暖かい支援物資

　（バスタオル、タオル、下着類、靴下）につきましても、自衛隊を通じて被災地に届けることとなってい

　ます。ご協力いただき、ありがとうございました。

　現在被災地では受け入れ態勢が十分ではないため、支援物資の品目は限られています。状況の変化により

　更なる支援の要請も予想されます。その際には、ご協力をよろしくお願いいたします。

○被災地へ義援金 100 万円を送金しました

○役場庁舎、東藻琴総合支所に募金箱を設置しました

○災害支援物資を届けました

地震で住宅を

無くされた方に

町施設を無償提供します。

【お問い合わせ先】

　福祉課福祉医療グループ（内線１０９）

　住民福祉課福祉グループ（内線４２１）支

役

東北地方太平洋沖地震

居間
約 10 畳

洋室
約６畳

台所玄関
洗面所

ＷＣ

浴室

居間・台所
約 11 畳

玄関・ホール 物置 ＷＣ

洗面所

浴室

クロー
ゼット 押入

【世帯向け】 【単身者向け】

新規就農者支援施設

押入 押入

和室
約６畳

和室
約 4.5 畳

居間・台所
約１４畳

玄関 ＷＣ

浴室ホ
ー
ル

洋室
約６畳 押

入

勝手口

職員住宅

支役
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町
長
手
記

大
震
災

　

３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
、
東

北
地
方
太
平
洋
沖
を
震
源
と
す
る

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
の
巨
大
地
震

が
日
本
列
島
を
襲
い
ま
し
た
。
過

去
に
も
、
関
東
大
震
災
、
阪
神
淡

路
大
震
災
の
ほ
か
、
大
地
震
に
襲

わ
れ
て
い
る
日
本
で
す
。

　

今
回
の
大
地
震
は
、
そ
れ
ら
の

規
模
を
超
え
、
大
津
波
、
原
子
力

発
電
所
事
故
も
加
わ
り
、
被
害
は

北
海
道
か
ら
東
北
、
関
東
地
方
に

も
及
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
電

力
、
物
資
の
不
足
は
そ
の
他
の
地

域
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
日
本
全

体
が
深
い
悲
し
み
と
混
乱
の
中
に

あ
り
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に

心
か
ら
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

幸
い
に
し
て
、
私
た
ち
の
地
域

は
被
害
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

被
災
者
の
救
済
と
復
興
に
向
け
た

取
り
組
み
の
第
一
段
と
し
て
、
町

と
し
て
百
万
円
の
義
援
金
と
備
蓄

し
て
あ
っ
た
若
干
の
食
料
と
毛
布

を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
親
類
や
縁
者
が
被
災
地
に

お
ら
れ
、
ご
心
配
の
方
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
体
験
移
住
者

向
け
の
住
宅
を
提
供
し
、
避
難
生

活
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
準
備

を
い
た
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
方
々
か
ら
も
「
何
か
で

き
る
こ
と
は
」
と
の
多
く
の
ご
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。
募
金
活
動

は
も
ち
ろ
ん
、
物
資
の
提
供
、
避

難
家
族
や
児
童
生
徒
の
受
け
入
れ

な
ど
、
内
容
も
様
々
で
す
。

　

被
災
地
で
は
、
情
報
網
、
交
通

網
が
寸
断
さ
れ
、
混
乱
の
最
中
に

あ
り
ま
す
。
物
資
は
ど
の
よ
う
な

物
を
、
ど
う
い
っ
た
梱
包
方
法

で
、
し
っ
か
り
と
し
た
輸
送
ル
ー

ト
や
受
入
体
制
を
確
認
し
、
対
応

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
関
係

機
関
と
も
連
携
し
、
町
民
の
皆
様

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
他
で
き
る
こ
と
は
何
か
、

町
民
の
皆
様
の
善
意
を
形
に
で
き

る
対
応
を
考
え
、
実
行
し
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ご
協
力
と

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
げ
よ
う
支
援
の
輪
、
ガ
ン
バ
ロ

ウ
日
本
。

　
義
援
金
の
受
付

　

被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
す
る

義
援
金
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

●
実
施
期
間

　

９
月
30
日
（
金
）
ま
で

●
受
付
方
法

　

郵
便
局
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に

よ
る
振
替

○
中
央
共
同
募
金
会
振
替
口
座

（
口
座
名
義
）

中
央
共
同
募
金
会

東
北
関
東
大
震
災
義
援
金

（
口
座
番
号
）	00170-6-518

○
日
本
赤
十
字
社
振
替
口
座

（
口
座
名
義
）

日
本
赤
十
字
社

東
北
関
東
大
震
災
義
援
金

（
口
座
番
号
）	00140-8-507

※
郵
便
局
窓
口
で
の
取
り
扱
い

の
場
合
、
振
替
手
数
料
は
免
除

さ
れ
ま
す
。

※
通
信
欄
に
氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ

い
。

●
そ
の
他

　

募
集
は
現
金
に
限
り
ま
す
。

物
品
は
、
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

○
中
央
共
同
募
金
会
へ
の
義
援

金
に
関
す
る
こ
と

　

社
会
福
祉
協
議
会　
　
　
　

　
　
　
　

（
７
５
）
６
０
２
１

○
日
本
赤
十
字
社
へ
の
義
援
金

に
関
す
る
こ
と

　

福
祉
課
福
祉
医
療
グ
ル
ー
プ　

　
　
　
　
　

（
内
線
１
０
８
）

　

住
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　

（
内
線
４
２
１
）

支 役

避
難
中
の
妊
婦
・
乳

幼
児
の
い
る
方
へ

　

大
空
町
へ
一
時
的
に
避
難
さ

れ
て
い
る
方
の
妊
婦
健
診
、
乳

幼
児
健
診
や
各
種
予
防
接
種
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
該
当

さ
れ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

福
祉
課
保
健
介
護
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　

（
内
線
１
１
３
）

　

住
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　

（
内
線
４
２
３
）

支 役被
災
児
童
の

町
立
学
校
へ
の
受
入
れ

	

被
災
さ
れ
た
児
童
生
徒
等
の

町
立
学
校
へ
の
受
入
れ
は
、
居

住
先
を
確
認
の
う
え
、
可
能
な

限
り
弾
力
的
に
取
り
扱
い
ま
す

の
で
、
教
育
委
員
会
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

学
校
管
理
課
（
内
線
４
５
２
）
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町
政
の
基
本
方
針
で
も
あ

る	

「
対
話
と
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」を
推
進
す
る
た
め
、

町
民
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
お
寄

せ
い
た
だ
く
手
段
と
し
て
、
ふ

れ
あ
い
意
見
箱
や
町
長
へ
の

メ
ー
ル
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

日
頃
思
っ
て
い
る
こ
と
、
意

見
、
要
望
、
そ
の
他
気
が
つ
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ふ

れ
あ
い
意
見
箱
や
町
長
へ
の

メ
ー
ル
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
等

は
、
全
て
町
長
が
目
を
通
し
、

必
要
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
意
見
等
を
掲
載
（
匿
名
）

し
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
す
る
も
の
や
実
態
が

把
握
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
掲
載
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

ふれあい意見箱・町長へのメール

日頃から思っていること
　　　　　ありませんか？

皆さんからいただいたふれあい意見
箱の意見や町長へのメールの一部を
ご紹介します。

【お問い合わせ先】

　　総務課企画グループ（内線２１４）役

　
　
　
　

町
で
は
、
箱
わ
な
に

　
　
　
　

よ
る
キ
ツ
ネ
の
捕
獲

　
　
　
　

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

キ
ツ
ネ
が
頻
繁
に
出

没
す
る
場
合
は
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

た
だ
し
、
全
て
の
キ
ツ
ネ
を

捕
獲
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
困

難
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
ま
ず
は
キ
ツ
ネ

を
近
づ
け
な
い
よ
う
な
対
策
を

皆
さ
ん
自
身
で
心
が
け
て
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご

み
・
菜
園
等
に
埋
め
た
も
の
・

キ
ツ
ネ
被
害
に
つ
い
て

　
　
　
　

昨
今
の
鳥
イ
ン
フ
ル

　
　
　
　

エ
ン
ザ
等
も
あ
り
、

　
　
　
　

何
と
か
し
て
い
た
だ

け
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

庭
、
畑
に
生
ご
み
コ
ン
ポ
ス

ト
が
あ
る
た
め
、
毎
日
の
よ
う

に
来
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
便

な
ど
公
園
で
子
供
た
ち
が
寝
転

が
っ
た
り
し
ま
す
の
で
大
変
心

配
で
す
。
電
気
生
ゴ
ミ
処
理
機

で
処
理
し
た
も
の
を
畑
に
鋤
き

こ
む
の
で
す
が
、
臭
い
の
せ
い

か
畑
が
掘
り
起
こ
さ
れ
、
野
菜

を
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

も
あ
り
困
っ
て
い
ま
す
。

　

と
に
か
く
衛
生
面
で
大
変
心

配
で
す
。
人
家
の
周
り
に
来
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

声お　　え答

　
　
　
　

毎
月
、
町
の
広
報
を

　
　
　
　

楽
し
み
に
拝
見
し
て

　
　
　
　

い
ま
す
。
そ
の
月
々

の
出
来
事
が
写
真
で
見
ら
れ
て

女
満
別
の
様
子
が
良
く
わ
か
る

の
で
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
今

年
は
な
ぜ
成
人
式
の
全
体
写
真

が
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
私
も

知
人
も
友
達
の
子
供
た
ち
が

写
っ
て
い
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
の
に
、
今
年
は
同
じ
子

が
何
枚
も
写
っ
て
い
た
り
と
最

悪
で
し
た
。

　

今
か
ら
で
も
載
せ
て
ほ
し
い

で
す
。

ペ
ッ
ト
の
え
さ
の
残
り
な
ど

は
、
キ
ツ
ネ
を
呼
び
寄
せ
る
原

因
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
適

切
に
処
理
す
る
こ
と
で
、
キ
ツ

ネ
に
よ
る
被
害
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

コ
ン
ポ
ス
ト
を
利
用
す
る
場

合
は
10
㎝
程
度
埋
め
る
か
、
ふ

ち
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
置
く
な
ど
の

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

広
報
の
表
紙
に
つ
い
て

声

　
　
　
　

広
報
の
写
真
に
つ
い

　
　
　
　

て
は
、
月
々
の
イ
ベ

　
　
　
　

ン
ト
等
で
撮
影
し
た

　
　
　
　

写
真
か
ら
良
い
も
の

を
選
択
し
、
１
枚
の
写
真
や
数

枚
の
写
真
を
組
み
合
わ
せ
て

使
っ
て
い
ま
す
。
ご
意
見
の

あ
っ
た
成
人
式
で
す
が
、
毎
年

集
合
写
真
を
使
用
し
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
年

の
写
真
の
撮
り
具
合
で
決
め
て

い
ま
す
。

　

同
じ
人
物
が
複
数
枚
写
っ
て

い
る
と
の
ご
指
摘
を
頂
き
、
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
２
枚
の
写
真

に
同
一
人
物
が
写
っ
て
い
ま
し

た
。
今
後
の
写
真
選
定
に
あ

た
っ
て
は
、
よ
り
多
く
の
人
が

掲
載
さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
集
合
写
真
の
広
報
へ

の
掲
載
に
つ
い
て
は
紙
面
の
都

合
上
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解

願
い
ま
す
。

お　　え答
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定住自立圏形成協定

　町では、国が推進する「定住自立圏構想」に

ついて昨年４月から本格的に検討を開始し、網

走市と協議を重ねてきました。

　網走市と大空町は、本年３月の各市町議会に

「定住自立圏形成協定」の締結に関する議案を

上程し、それぞれの議会で原案どおり議決され

ました。

　これを受けて、３月２３日、網走市議会委員

会室において「網走市・大空町定住自立圏形成

協定調印式」を開催し、協定を締結しました。

　「定住自立圏構想」とは、地方圏における大

幅な人口減少（都市圏への人口流出）と急速な

少子・高齢化に対応するため、市町村の主体的

取り組みとして、「中心市」の都市機能と「周

辺市町村」の農林水産業、自然環境、歴史、文

化など、それぞれの魅力を活用して、相互に役

割分担し、連携・協力することにより、地域住

民のいのちと暮らしを守るため圏域全体で必要

な生活機能を確保し、地方圏への人口定住を促

進する政策です。

【お問い合わせ先】

　総務課企画グループ（内線２１２）

①生活機能の強化

（１）医療（２）広域観光（３）教育（４）環境

（５）防災（６）福祉（７）産業振興

②結びつきやネットワークの強化

（１）地域公共交通（２）地域内外の住民との交流・移住促進

③圏域マネジメント能力の強化

（１）人材の育成（２）圏域内市町の職員等の交流

　網走市と大空町は、既に各分野で連携している取り組み（消防組合、下水道事業など）がありますが、

「定住自立圏形成協定」により、医療や地域公共交通の確保など、より充実した連携が可能になります。

　今後は、『定住自立圏共生ビジョン』を策定し、具体的な取り組みをしていくことになります。

『定住自立圏』って何？

どんな取り組みをするの？

網走市と協定を締結しました

必要な生活機能を確保し、地方圏への人口定住を促進する政策です。

・中心市（網走市）が策定（H23.4 ～）

・定住自立圏の将来像や協定に基づき推進する具体的な取り組みを記載

３.定住自立圏共生ビジョン

役

定住自立圏形成協定調印式

中心市

（網走市）

①人口：５万人程度以上

　（少なくとも４万人超）

②昼夜間人口比率：１以上

１.中心市宣言

　中心市と連携する意思を有する周

辺市町村の意向に配慮しつつ、圏域

全体において中心的な役割を果たす

意思等を公表（H22.9.2）

　人口定住のために必要な生活機能

を確保するため、役割分担し、連携

していくことを明示

　中心市と近接し、経済・社会・文

化または住民生活等において密接な

関係を有する市町村

※中心市への通勤通学割合が

１０％以上であることなど

周辺市町村

（大空町）
２
．
定
住
自
立
圏
形
成
協
定

（H23.3.23）

定住自立圏形成の流れ
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人生における喜びは、

　君にはできないと世間が言うことをやることである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ウォルター・バジョット～　　　　

卒
業
・
卒
園

　
　
お
め
で
と
う
!!
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問題なのは人生ではなく、人生に対する勇気だ。
　　　　　　　　　　　　　　　　～サー・ヒュー・ウォルポール～　

感
謝
し
て
受
く
る
者
に

　
　
　
　
　

豊
か
な
る
収
穫
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
～
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おしらせ
ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

【お問い合わせ先】

　大空町役場　

　　　ＴＥＬ　０１５２－７４－２１１１

　大空町東藻琴総合支所

　　　ＴＥＬ　０１５２－６６－２１３１

　ホームページ

　　http://www.town.ozora.hokkaido.jp　

４月の主な行事

（
平
日
）
午
後
６
時
～
９
時

（
休
校
日

）
午
前
９
時
～
午
後
６
時

※
体
育
施
設
は
、
午
前
９
時
～

午
後
９
時

●
利
用
で
き
な
い
日

　

12
月
29
日
～
１
月
５
日

●
利
用
者
の
要
件

○
町
内
に
居
住
す
る
方
（
団
体

ま
た
は
個
人
）

○
営
利
を
目
的
と
す
る
団
体･

個
人
及
び
政
治
・
宗
教
活
動
は

利
用
不
可

●
利
用
申
請

　

利
用
日
の
３
日
前
ま
で
に
、

申
請
書
を
教
育
委
員
会
ま
た
は

小
学
校
に
提
出
く
だ
さ
い
。

　

確
認
の
う
え
、
適
当
と
認
め

た
場
合
に
利
用
許
可
書
を
交
付

開放

女
満
別
小
学
校

し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

学
校
管
理
課
（
研
修
会
館
内
）

　
　
　
　
　

（
内
線
５
０
６
）

１０日（日）知事・議会議員選挙投票日
　　　　　　7:00 各投票所

　

女
満
別
小
学
校
の
新
校
舎
完

成
に
伴
い
、
社
会
教
育
及
び
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
推
進
を

目
的
と
し
て
校
舎
の
一
部
を
開

放
し
ま
す
。
利
用
制
限
を
設
け

な
が
ら
、
学
校
教
育
に
支
障
の

な
い
範
囲
で
、
４
月
か
ら
実
施

し
ま
す
。

●
開
放
ス
ペ
ー
ス

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
室
・
多
目
的

ホ
ー
ル
・
体
育
館

●
条
件
付
開
放
ス
ペ
ー
ス

　

図
書
室･

視
聴
覚
室
兼
金
管

室
・
家
庭
科
教
室
等

●
開
放
時
間

献血にご協力を！
４月１４日（木）

東藻琴地区に献血車「ひまわり号」来町

【お問い合わせ先】

　　住民福祉課福祉グループ（内線４２４）

場　　　所 時　　間
東 藻 琴 総 合 支 所 10:00 ～ 11:00
オホーツク網走農協東藻琴支所 11:20 ～ 12:20
セイコーマートさとみ店 13:30 ～ 14:20
網 走 観 光 交 通 ㈱ 14:30 ～ 15:20
㈱北海道畜産公社北見事業所 15:30 ～ 16:00

支

援助

就
学
費
用
の
援
助

受付

任
意
予
防
接
種
助
成

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
小
中

学
校
に
お
子
さ
ん
を
就
学
さ
せ

る
こ
と
が
困
難
な
ご
家
庭
に
対

し
、
教
育
に
係
る
経
費
の
一
部

を
援
助
し
ま
す
。

●
援
助
の
対
象

　

前
年
度
の
世
帯
の
所
得
額
が

認
定
基
準
額
（
生
活
保
護
費
の

基
準
で
算
出
し
た
額
（
家
族
構

成
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
）
に
1.2

　

Ｈヒ

ブ
ｉ
ｂ
ワ
ク
チ
ン
と
小
児
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
、
４

月
か
ら
再
開
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
申
請
受
付
を
再
開
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

福
祉
課
保
健
介
護
グ
ル
ー
プ

　

住
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

を
乗
じ
て
得
た
額
）
に
満
た
な

い
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

●
援
助
の
認
定

　

生
活
の
状
況
、
学
校
長
や
民

生
委
員
の
意
見
な
ど
を
総
合
的

に
判
断
し
、
最
終
的
に
教
育
委

員
会
で
認
定
し
ま
す
。

●
援
助
の
内
容

　

鉛
筆
、
ノ
ー
ト
な
ど
学
用
品

の
購
入
費
や
修
学
旅
行
費
な
ど

援
助
費
目
に
応
じ
て
、
定
額
ま

た
は
実
費
額
で
支
給
さ
れ
ま

す
。
平
成
23
年
度
か
ら
学
校
の

ク
ラ
ブ
活
動
費
、
生
徒
会
費
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
な
ど
援
助
費
目
を

拡
大
し
て
い
ま
す
。

●
お
申
し
込
み

　

各
小
中
学
校
に
申
請
書
を
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
４
月

20
日
（
水
）
ま
で
に
各
学
校
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

学
校
管
理
課
（
総
合
支
所
内
）

　
　
　
　
　

（
内
線
４
５
３
）

支 役
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募集

調
理
師
試
験

　

平
成
23
年
度
調
理
師
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

●
日　

時

　

８
月
31
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

●
試
験
地　

北
見
市

●
試
験
科
目
及
び
試
験
方
法

　

筆
記
試
験
（
食
文
化
概
論
、

衛
生
法
規
、
公
衆
衛
生
学
、
栄

養
学
、
食
品
学
、
食
品
衛
生
学

及
び
調
理
理
論
に
つ
い
て
）

●
願
書
受
付

　

５
月
９
日
～
27
日

●
願
書
提
出
先

　

網
走
保
健
所
ま
た
は
最
寄
り

の
保
健
所

●
願
書
受
付
手
数
料

　

６
，
７
０
０
円
に
相
当
す
る

額
面
の
北
海
道
収
入
証
紙

●
そ
の
他

　

受
験
願
書
は
４
月
上
旬
よ
り

網
走
保
健
所
ま
た
は
最
寄
り
の

保
健
所
で
配
布
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

網
走
保
健
所
子
ど
も
・
保
健

推
進
課
保
健
予
防
係

０
１
５
２
（
４
１
）
０
６
９
５

処分

忘
れ
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か

注意

山
火
事
に
注
意

　

め
ち
ゃ
い
る
ど
館
を
利
用

す
る
子
ど
も
た
ち
が
脱
い
だ
靴

下
、
上
着
（
ジ
ャ
ー
ジ
等
）
が

忘
れ
物
と
し
て
増
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
名
前
が
つ
い
て
い

な
い
た
め
、
持
ち
主
が
わ
か
り

ま
せ
ん
。

　

長
い
間
、
置
き
っ
ぱ
な
し
の

物
も
あ
り
、
大
変
困
っ
て
い
ま

す
。

　

お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、

４
月
末
日
ま
で
に
お
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
４
月
末
日
ま
で
に
申

し
出
の
な
い
物
に
つ
い
て
は
、

め
ち
ゃ
い
る
ど
館
に
お
い
て
、

処
分
し
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

め
ち
ゃ
い
る
ど
館

　
　
　
　

（
７
４
）
５
１
５
１

　

空
気
が
乾
燥
し
山
火
事
が
発

生
し
や
す
い
時
期
と
な
り
ま
し

た
。

　

林
野
火
災
の
発
生
原
因
は
、

森
林
周
辺
で
の
ご
み
焼
き
や
入

林
者
に
よ
る
た
ば
こ
の
不
始
末

な
ど
人
為
的
な
過
失
に
よ
る
も

の
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

次
の
こ
と
を
再
度
ご
確
認
の

う
え
、
山
火
事
予
防
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

・
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、

た
き
火
・
火
入
れ
を
し
な
い
。

・
火
気
の
使
用
後
、
そ
の
場
所

を
離
れ
る
と
き
は
完
全
に
消
火

し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

・
火
入
れ
を
行
う
際
は
、
必
ず

許
可
を
受
け
る
。

「
林
野
火
災
予
防
危
険
期
間
」

　
４
月
１
日
～
６
月
30
日

「
林
野
火
災
予
防
強
調
期
間
」

　
４
月
21
日
～
５
月
31
日

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

産
業
課
商
工
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　

（
内
線
３
０
５
）

　

産
業
建
設
課
産
業
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　

（
内
線
４
４
１
）

注意

土
砂
流
出

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
雪
解
け

に
よ
る
農
地
等
か
ら
の
土
砂
・

堆
肥
の
流
出
が
心
配
さ
れ
ま

す
。

　

農
地
か
ら
の
土
砂
流
出
は
、

貴
重
な
表
土
の
損
失
に
つ
な
が

る
ば
か
り
で
な
く
、
近
隣
農
地

等
へ
被
害
を
与
え
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

土
砂
・
堆
肥
の
流
出
が
発
生

し
た
場
合
、
原
因
者
の
責
任
に

お
い
て
現
状
復
旧
を
求
め
ら
れ

ま
す
の
で
、
次
の
点
に
留
意
し

て
万
全
の
対
策
を
行
う
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

○
農
地
等
か
ら
の
土
砂
流
出
を

防
止
す
る
た
め
、
農
地
の
巡
回

等
を
実
施
し
、
崩
れ
る
恐
れ
の

あ
る
箇
所
へ
の
水
の
流
入
を
し

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
河
川
の
近
く
に
堆
肥
を
堆
積

し
て
い
る
場
合
は
、
排
汁
等
が

河
川
や
側
溝
に
流
れ
出
な
い
よ

う
土
盛
り
等
の
対
策
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

産
業
課
農
業
グ
ル
ー
プ　
　

　
　
　
　
　

（
内
線
３
０
３
）

　

産
業
建
設
課
産
業
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　

（
内
線
４
４
２
）

支 役

支 役

縦覧等

固
定
資
産
課
税
台
帳

　

平
成
23
年
度
固
定
資
産
課
税

台
帳
の
縦
覧
・
閲
覧
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

※
５
月
中
旬
に
送
付
予
定
の

『
納
税
通
知
書
の
課
税
明
細

書
』
で
も
固
定
資
産
評
価
等
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
縦
覧
等
の
期
間

　

４
月
１
日
～
５
月
31
日

　

午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
30
分

　

（
庁
舎
閉
庁
日
を
除
く
）

●
縦
覧
が
で
き
る
方

①　

町
内
に
固
定
資
産
（
土
地

　

・
家
屋
）
を
所
有
さ
れ
て
い

　

る
方

②　

①
の
納
税
管
理
人

③　

代
理
人
（
①
の
所
有
者
の

　

委
任
状
が
必
要
）

●
閲
覧
の
み
で
き
る
方

①
土
地
を
借
地
さ
れ
て
い
る
方

②
家
屋
を
借
家
さ
れ
て
い
る
方

　

（
賃
貸
借
契
約
者
）

●
縦
覧
等
に
必
要
な
も
の

①
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
）

②
印
鑑

③
借
地
ま
た
は
借
家
の
契
約
書

や
権
利
関
係
を
証
明
す
る
書
類

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課
税
務
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　

（
内
線
１
２
３
）

　

地
域
振
興
課

　
　
　
　
　

（
内
線
４
１
４
）

支 役
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支 役

見直し

児
童
扶
養
手
当

委嘱

人
権
擁
護
委
員

　

現
在
、
障
害
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
で
子
ど
も
の
加

算
を
受
け
て
い
る
方
は
、
子
ど

も
の
加
算
額
に
関
係
な
く
児
童

扶
養
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
４
月
か
ら
は
子
ど

も
の
加
算
額
と
児
童
扶
養
手
当

の
ど
ち
ら
か
多
い
方
を
受
給
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る

に
は
申
請
が
必
要
と
な
り
、
次

の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
さ
れ

て
い
る
方
は
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

①
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
で
障
が
い
等
級
が
１

級
お
よ
び
２
級
の
方

②
受
給
者
に
よ
っ
て
生
計
を
維

持
し
て
い
る
配
偶
者
と
18
歳
以

下
の
子
ど
も
（
一
定
の
障
が
い

が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）
が

い
る
方

※
３
月
31
日
時
点
で
障
害
基
礎

年
金
の
子
ど
も
の
加
算
を
受
け

て
い
る
方
で
、
新
た
に
児
童
扶

養
手
当
の
対
象
と
な
る
方
は
、

８
月
31
日
ま
で
に
申
請
を
す
る

と
４
月
分
に
遡
り
支
給
さ
れ
ま

　

４
月
１
日
に
法
務
大
臣
か

ら
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
上

村
則
子
さ
ん
（
再
任
）
が
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
市
町
村
で
地
域
住
民
の
人

権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
常

に
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
人
権
が
侵
害
さ
れ
た

と
き
に
は
、
相
談
を
受
け
る
と

と
も
に
、
被
害
者
救
済
の
た
め

適
切
な
処
置
を
と
り
ま
す
。

　

ま
た
、
街
頭
啓
発
や
講
演
会

な
ど
を
通
じ
て
、
人
権
の
大
切

さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
の
活
動
に
努
め
て
い

ま
す
。

○
人
権
擁
護
委
員

　

三
村　

教
良
（
錦
町
第
２
）

　
　
　
　

（
７
４
）
２
６
６
８

　

元
氏　

公
子
（
錦
町
第
２
）

　
　
　
　

（
７
４
）
２
２
５
３

　

上
村　

則
子
（
西
区
）

　
　
　
　

（
６
６
）
２
８
７
８

　

鎌
田　

宏
惇　

（
北
１
区
）

　
　
　
　

（
６
６
）
２
８
１
９

す
。

　

そ
れ
以
降
に
申
請
を
す
る

と
、
申
請
を
し
た
月
の
翌
月
か

ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。	

児
童
扶
養
手
当
と
は
・
・
・

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
安

定
と
自
立
を
促
進
し
、
子
ど
も

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
手
当
を
支
給
す

る
制
度
で
す
。

○
受
給
資
格

　

次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
18
歳
以
下
の
子
ど
も

（
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
場
合

は
20
歳
未
満
）
を
監
護
し
て
い

る
親
ま
た
は
親
に
代
っ
て
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
一
定
の
障
が

い
を
有
す
る
方

※
所
得
制
限
等
に
よ
り
支
給
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

福
祉
課
福
祉
医
療
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　

（
内
線
１
０
８
）

　

住
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　

（
内
線
４
２
１
）

注意

畜
産
業
を
営
む
方
へ

　

こ
の
時
期
、
融
雪
水
や
雨
水

の
流
入
等
に
よ
る
堆
肥
舎
、
尿

溜
等
か
ら
の
家
畜
ふ
ん
尿
の
流

出
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

施
設
の
管
理
の
不
備
に
よ
っ

て
ふ
ん
尿
や
排
汁
の
地
下
浸
透

及
び
周
辺
へ
の
流
出
が
認
め
ら

れ
る
場
合
は
、
法
に
基
づ
く
処

罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
次
の

こ
と
に
留
意
し
て
万
全
の
対
策

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ふ
ん
尿
処
理
施
設
・
パ
ド
ッ

ク
等
の
点
検
を
実
施
し
、
流
出

の
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
補
修

ま
た
は
土
盛
り
等
の
対
策
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
融
雪
水
や
雨
水
が
ふ
ん
尿
処

理
施
設
・
パ
ド
ッ
ク
等
へ
流
入
す

る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
施
設
周

辺
の
素
堀
側
溝
や
土
盛
り
な
ど
の

対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
ふ
ん
尿
処
理
施
設
が
河
川
に

近
い
場
合
は
、
特
に
注
意
し
、

万
全
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

産
業
課
商
工
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　

	(

内
線
３
０
５)

　

産
業
建
設
課
産
業
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

	

　

(

内
線
４
４
３)

予防

ポ
リ
オ
予
防
接
種

　

ポ
リ
オ
予
防
接
種
を
実
施
し

ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。
予

診
票
と
母
子
手
帳
を
お
持
ち
の

う
え
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

受
け
ら
れ
る
方
は
、
接
種
間

隔
に
ご
注
意
の
う
え
、
前
後
の

予
防
接
種
を
ご
計
画
く
だ
さ

い
。

●
日
程　

４
月
19
日
（
火
）

●
受
付
時
間

　

午
後
１
時
～
１
時
15
分

●
会
場

　

女
満
別
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
生
ワ
ク
チ
ン
（
麻
し
ん
風
し

ん
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
な
ど
）
の
接
種
か

ら
27
日
以
上
、
不
活
化
ワ
ク
チ

ン
（
三
種
混
合
な
ど
）
の
接
種

か
ら
６
日
以
上
間
隔
が
あ
い
て

い
な
い
と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
次
回
の
ポ
リ
オ
接
種
は
、
６

月
14
日
（
火
）
に
東
藻
琴
で
行

い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

福
祉
課
保
健
介
護
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　

（
内
線
１
１
３
）

　

住
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　

（
内
線
４
２
２
）

支

支

役

役
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実施

春
の
火
災
予
防
運
動

注意

ク
マ
に
ご
注
意
!!

　

４
月
20
日
か
ら
30
日
ま
で
の

11
日
間
、
春
の
火
災
予
防
運
動

を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
空
気
が
乾
燥

し
、
風
も
強
く
、
火
災
の
起
こ

り
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
す
。

　

火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
運
動
期
間
中
、
午
後
７

時
か
ら
30
秒
間
、
啓
発
サ
イ
レ

ン
を
吹
鳴
し
ま
す
の
で
皆
さ
ん

の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

大
空
消
防
署

　
　
　
　

（
７
４
）
２
６
１
９

し
ょ
う
。

●
ク
マ
の
隠
れ
場
所
に
な
り
そ

う
な
所
に
注
意
す
る

・
視
界
の
悪
い
と
き
や
、
見
通

し
の
よ
く
な
い
場
所
へ
は
入
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
山
と
つ
な
が
っ
て
い
る
林
や

川
沿
い
の
や
ぶ
で
も
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

※
熊
を
目
撃
し
た
り
、
足
跡
を

発
見
し
た
方
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

産
業
課
商
工
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　

（
内
線
３
０
５
）

　

産
業
建
設
課
産
業
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　

（
内
線
４
４
１
）

　

熊
の
被
害
・
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
、
山
な
ど
に
入
ら
れ
る

場
合
は
次
の
こ
と
を
参
考
に
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ク
マ
の
出
没
情
報
に
注
意

・
出
没
情
報
の
あ
っ
た
と
こ
ろ

に
は
な
る
べ
く
近
づ
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
早
朝
、
夜
間
は
出
会
う
可
能

性
が
高
く
な
る
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

●
ク
マ
に
自
分
の
存
在
を
知
ら

せ
る

・
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
音
の
出

る
も
の
で
存
在
を
知
ら
せ
ま

し
ょ
う
。

・
ク
マ
に
出
会
う
恐
れ
の
あ
る

山
際
な
ど
は
特
に
注
意
し
ま

設置

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

５
月
31
日
ま
で
に
全
世
帯
の
寝

室
等
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

既
存
住
宅
の
設
置
期
限
ま
で

残
り
２
ヵ
月
を
き
り
ま
し
た
。

　

大
空
町
の
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
率
は
、
５
８
．
３
％

（
平
成
23
年
１
月
現
在
）
と
低

迷
し
て
い
ま
す
。

　

大
空
消
防
署
で
は
、
設
置
率

３
月に行われた３歳児健診で、虫歯

のない子が４人いましたので、ご

紹介します。

　これからも歯みがきを頑張りましょう。

ほめてあげてね！
―虫歯ゼロの子紹介―

佐藤　杏
あ ん な

菜ちゃん

（東陽）

明比　愛
まな

ちゃん

（豊里）

吉本　真
ま あ や

彩ちゃん

（東陽）

吉田　まいちゃん

（錦町はなぞの）

無料

空
港
駐
車
場
１
時
間
無
料

　

空
港
利
用
者
の
利
便
性
を
向

上
さ
せ
る
た
め
、
女
満
別
空
港

駐
車
場
の
日
帰
り
駐
車
料
金

が
、
４
月
１
日
か
ら
30
分
無
料

か
ら
60
分
無
料
と
な
り
ま
す
。

　

60
分
を
超
え
た
日
帰
り
駐
車

料
金
は
２
０
０
円
、
宿
泊
料
金

は
変
更
な
く
５
０
０
円
と
な
り

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

財
め
ま
ん
べ
つ
産
業
開
発
公
社

　
　
　
　

（
７
５
）
６
１
６
０

１
０
０
％
を
目
標
に
普
及
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
設
置
さ
れ
て
な
い
方

は
、
住
宅
火
災
に
よ
る
痛
ま
し

い
焼
死
事
故
を
な
く
す
た
め
、

早
期
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

大
空
消
防
署
防
災
調
査
係

　
　
　
　

（
７
４
）
２
６
１
９

　

東
藻
琴
出
張
所
防
災
調
査
係

　
　
　
　

（
６
６
）
３
３
４
４

支 役

（　）
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／　

大
空
町
役
場
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広

報　
お

お
ぞ

ら
４

月
号

（Ｎ
ｏ

.
６

１

）

町長室だより ４月の総合支所勤務日
山下町長の４月の総合支所勤務日

をお知らせします。

　

網
走
地
区

４月休日当番病院
※救急患者のための診療です。

　一般の外来診療を受ける方は、

　ご遠慮ください。

美
幌
地
区

　３日（日）田畠医院　　　　　　　　７３－２０３５

１０日（日）玉川医院　　　　　　　　７５－２７８０

１７日（日）美幌クリニック　　　　　７２－１３３５

２４日（日）美幌皮膚科　　　　　　　７３－４１１２

２９日（金）美幌療育病院　　　　　　７３－３１４５

外　　科

網走厚生病院 　　 ４３－３１５７

こが病院　　　 　 ６１－０１０１

網走中央病院　　　４４－８６１１

こが病院　　　 　 ６１－０１０１

網走厚生病院 　　 ４３－３１５７

内　　科

　３日（日）網走厚生病院　　　　　４３－３１５７

１０日（日）はまむき医院　　　　　４４－７６３５

１７日（日）青沼医院　　　　　　　４４－２２７７

２４日（日）角谷こどもクリニック　６１－２３３２

２９日（金）網走厚生病院　　　　　４３－３１５７

１１日（月）・１８日（月）・２７日（水）

●人　口　８，１７６人（ー　４）

●　男　　３，９９０人（ー　５）

●　女　　４，１８６人（＋　１）

●世帯数　３，１４０戸（ー　３）

人口と世帯（前月比）

平成２３年２月末日現在

窓口

　だより

  

自
治
会
名

　
氏
　
　
　
　
　
名
　
　
　
保
護
者

○
北
１
区
　
新
　
村
　
日ひ

な

の

菜
乃
ち
ゃ
ん

　
武
　
さ
ん

○
栄
町
第
３

　
中
　
村
　
奈な

つ

き

津
姫
ち
ゃ
ん

　
謙
太
さ
ん

●
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん　

●
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　
自
治
会
名

　
氏

　
　
　
　
　
名

　
　
　
年
齢

○
南

　
区

　
宍

　
戸

　
義

　
光
さ
ん

　
81
歳

○
住

　
吉

　
金

　
子

　
公

　
顯
さ
ん

　
62
歳

○
栄
町
第
６

　
玉

　
木

　
俊

　
夫
さ
ん

　
77
歳

●
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
日

　
進

　
湯

　
浅

　
恵
美
子
さ
ん

　
　
夫
の
死
亡
　
香
典
返
し
を
廃
し
て

▼
大
空
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
（
町
へ
）

○
有
限
会
社
　
サ
サ
キ

　
代
表
取
締
役

　
佐
々
木
　
茂
　
光
さ
ん

●告示日　　　

  知　　事　３月２４日（木）

　議会議員　４月　１日（金）

●投票日　　４月１０日（日）

●投票時間　午前７時から午後６時まで

	 	仕事や旅行、冠婚葬祭などで投票日当日
（４月１０日）に投票することができない方
は、次のとおり期日前投票または不在者投票
をすることができます。
●期　間
　知事選挙		　　	～４月９日（土）
　議会議員選挙
			４月２日（土）～４月９日（土）

●場所・時間	
			○役場１階１号会議室
			　午前８時３０分から午後８時まで
			○東藻琴総合支所応接室
					午前８時３０分から午後７時まで
※知事選挙と議会議員選挙の告示日が異な
るため、同時に投票することができるのは、
４月２日（土）からとなります。	
　また、どちらの場所でも投票することがで
きます。

期日前・不在者投票

北海道知事選挙
北海道議会議員選挙

【お問い合わせ先】
　選挙管理委員会事務局（内線１５１）
　地域振興課内　　　　（内線４１１）支

役


